
　阪神・淡路大震災では，家屋家具
などの倒壊による圧迫死が犠牲者全
体の９割を占めました。そしてその
うちの約１割が家具類の転倒による
死亡と考えられています。
　また，新潟中越地震での負傷原因
の約４割が家具類の転倒などによる
もので，その他の地震でも同様に，
負傷原因のトップになっています。

家具類の転倒・落下防止
が必要な理由

■家具は最小限に，または作り付けに!!
　家具が減れば落下物等も減り，怪我を防ぐとともに，避難経路の確保に
も繋がります。
■重たいものは高いところには置かない!!
　大地震発生時には，普段はびくともしないテレビ・冷蔵庫・ピアノが凶
器になります。ベルト等で固定しましょう。
■家具は寝室に置かない!!
　寝ているときほど無防備なことはありません。寝室には転倒する家具類
を設置しないか，しっかり固定するようにしましょう。また，照明器具の
下で寝るのも大変危険です。



地震対策に、ほんの少しの手間と、投資を。
ちょっとした備えがあなたや家族を救うかもしれません。
まずは、あなたの身近なところから始めてみませんか？

※器具はホームセンターなどで発売されています。

あなたのお宅は大丈夫？チェックしてみましょう!!

□　寝室・幼児・高齢者のいる部屋に危険な家具はないか

□　部屋の出入り口付近や狭い廊下・階段などに物を置いていないか

□　地震時の出荷を防ぐため火気の周辺に家具を置いていないか

□　家具の上にガラス製品やテレビなどは置いていないか

□　重いものを下のほうに収納し，倒れにくくしてあるか

□　前のめりよりも，後ろもたれ気味に家具を置いているか
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